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行
政
協
力
員
の
皆
さ
ん
で
す

　　　　　　　　平成１９年度の行政協力員
　　　　　の皆さんが決まりました。
　　　行政協力員の皆さんは、大字や自治
　　会の長に選出された方々で、地域の要
　望や意見の取りまとめなど、町政と
　地域を結ぶパイプ役として１年
　間ご協力いただきます。
　　　（敬称略）
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□問い合わせ先
　阿久比町行政改革推進本部事務局
　企画財政課　�（４８）１１１１（内２０４）

　

阿
久
比
町
第
三
次
行
政
改
革
の
進
展
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
の
取
り
組
み
と
そ
れ
に

伴
う
影
響
額
は
、
下
記
の
表
の
と
お
り
で

す
。

平成１８年度影響額平成１８年度の取り組み内　　　　　　容

０平成１７年度完了簡易文書の押印廃止
規制緩和の推進

０平成１７年度完了公印の押印廃止

△３７５万９,０００円平成１７年度対比５％カット単独補助金の見直し補助金などの整理合理化

△３,２００万５,０００円平成１７年度完了部・課・係の統廃合機能的に展開できる組
織・機構の見直し

△１２９万４,０００円嘱託職員で管理運営し、専門的な業務は外部委託スポーツ村の管理体制
職員配置の見直し

△１,７４７万４,０００円図書館長の嘱託化図書館と給食センターの管理体制

△２,２２９万９,０００円学校事務職員廃止
幼稚園バス運転業務委託定員適正化計画の策定・推進定員適正化計画の策定

△４８万３,０００円平成１７年度完了課長補佐職の管理職移行給与の適正化

０グループウエアの導入検討庁内 LANの活用
行政の情報化などの推進

２４３万９,０００円情報系端末２３台導入（うち個人分１６台減）計画的なパソコン導入

２０４万４,０００円
スポーツ村、エスペランス丸山、ふれあいの森へシステム用端
末導入
施設予約システム参加負担金

公共施設利用申し込みの簡素化行政サービスの向上

０行革などを適宜公表、インターネットを利用した、町民からの
意見・要望聴取広報・広聴事業の多角化住民への情報提供

△１,５７０万３,０００円平成１７年度完了納期前全納報奨金の交付率の引き下げ自主財源の確保

０平成１７年度完了バランスシートの作成予算の厳正な執行

３００万円全事業の事務事業評価試行
施策評価試行行政評価制度の導入経費の節減合理化

０
本部会議で検討
各施設申込場所でアンケート調査実施
新しい減免基準の決定

使用料減免措置の廃止
受益者負担の適正化

△７８万８,０００円平成１７年度完了教室など受講料の見直し

△６０万円平成１７年度完了デイサービス活動室の環境改善既存施設の有効利用

△２,２０９万円新行動計画の実施新行動計画の策定（コスト縮減）コスト縮減

１６６万６,０００円県公共事業支援システム参加負担金電子入札制度の導入適切な入札方式の採用

０※引き続き課長補佐への昇格の実施と女性職員の積極的な昇格
　に努め、特別昇給の導入を図る給与水準の是正（ラスパイレス指数）給与の適正化

０阿久比町職員研修規程の充実、自己啓発支援の実施県との人事交流、研修の積極的な参加と民間
研修機関の活用人材の育成確保

１.３９６万５,０００円電算システム導入、サービス開始戸籍の電算化
行政の情報化などの推進

０県における「県・市町村共同利用型GIS」の計画に参加する土地整理図など地図情報のデジタル化

０庁舎内検討会を立ち上げ、保育園統廃合について２回検討保育園の統廃合の検討公共施設

０老人憩いの家（７）・もちの木園の８件を対象に指定管理者制度を
導入指定管理者制度の導入検討と行政のスリム化

０
意識改革、接客サービス向上のため、入庁後８年目までの一般
職対象に町内大手販売店で研修。派遣人員１３人、期間７日（内２
日休み）

職員の意識改革（民間などの人事）交流

０経費節減のための意見収集（提案３件）。提出された意見は所管
課で検討職員、町民を対象とした経費の節減に関する提案制度、開かれた行政

平成１８年度影響額
△９,３３８万１,０００円

※給料表については、９級制への移行を目標としていたが、国家公務員
法の改正に準拠した町条例改正により、平成１８年４月１日から新給料
表（７級制）に移行（平成１８年３月議会議決）
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各施設の使用料減免規定を設けました 各施設の使用料減免規定を設けました 
行政改革 

　阿久比町では、平成１６年度から第３次行政改革に取り組んでいます。平成１７年２月に行政改革大綱と実行計画を
決定しました。
　この行政改革大綱の大きな柱の一つに受益者負担の適正化があります。このたび各施設の使用料減免規定を設け、
１０月１日以後の使用分から適用することとなりました。
　町としての方針決定の参考にするために、各施設を利用している団体と個人の方を対象に使用料の減免について
アンケートを実施しましたので、その結果もお知らせします。

使用料判定シートの説明

使用料判定シート

　国、県、町の事業で使用するときは免除します。また、町の機関（執行機関、附属機関、審議会）が本来の任務で使用する場
合は免除します。①

　町および町の機関（執行機関、附属機関、審議会）が主催または共催で事業（大会など）を行うときは免除します。町民体育
祭、文化祭などが該当します。②

　①②の他、町の補助団体または委託団体が、町の協力要請に基づく会議、大会などで施設を利用する場合は、行政活動に準ず
るものとして免除します。消費生活展、ホタル観察会、体育協会加盟の下部団体が主催する大会などが該当します。③

　大字や自治会が行政活動を補完する目的で使用するときは免除します。④
　国、県、町が委嘱などした、不特定多数の町民の利益のために活動する団体が、本来の行政活動の事業で使用するときは免除
します。保護司会、行政相談員、各種委員会などが該当します。⑤

　社会福祉協議会が所管する障害者団体、ボランティア団体その他福祉団体が団体本来の活動を行う場合は免除します。子ども
会などが該当します。⑥

町内の保育園、幼稚園、小・中学校が正規の教育課程またはこれに準じた教育目的で利用する場合は免除します。⑦

　青少年の健全育成や文化・スポーツ活動の活発化を図るため、体育協会・文化協会に加盟し、全員が町内の小・中学生で組織
する団体が団体本来の目的で使用するときは免除します。スポーツ少年団などが該当します。（指導者は構成員から除きます。）⑧

　高齢者の社会参加の支援や介護予防の観点から、体育協会・文化協会に加盟し、全員が町内の６５歳以上の高齢者で組織する
団体が団体本来の目的で使用するときは免除します。（指導者は構成員から除きます。）⑨

※　町が営利活動と認めるものは除く。

①国、県、町および町の機関が使用するとき 
②町および町の機関が主催または共催するとき 
③町内の各種団体が行政活動の協力目的などで使用するとき 
④大字や自治会が行政活動を補完する目的で使用するとき 
⑤町が認める行政活動を補完する団体が団体本来の目的で使用するとき 
⑥社会福祉協議会が所管する福祉関係団体が団体本来の目的で使用するとき 
⑦町内の保育園、幼稚園、小・中学校が正規の教育課程などで使用するとき 
⑧体育協会・文化協会に加盟し、全員が町内の小・中学生で組織する団体が団体本来の目的で使用するとき 
⑨体育協会・文化協会に加盟し、全員が町内の６５歳以上の高齢者で組織する団体が団体本来の目的で使用
するとき 

※　サークル協議会については、１９年度中は体育協会・文化協会と同じ扱いですが、２０年度以降は、上記の判定シートのとおりとなります。 
※　新たに免除・減額を希望する団体は、体育協会・文化協会・サークル協議会のいずれかに加盟し、減免の許可を受ける必要があります。（継続的
な活動を行っている団体が対象） 

※　①丸山公園の夜間照明設備の使用料は免除・減額しません。 
　　②冷暖房費は免除団体については免除し、その他の団体は徴収します。 

①②公共性 

③～⑨公益性 

いずれか一つに該当 

いずれにも該当しない。 

体育協会・文化協会に加盟しているか。 

｛　　　　　　｝ 会議終了後の懇親 

会などは、除く。 

免　除 

免除しない 

1／２減額 

YES

NO

サークル協議会に加盟しているか。 

減額しない 

１０人以上の団体で過半数以上が町内の６５歳以上か。 

１０人以上の団体で過半数以上が町内の中学生以下か。 

 

YES

YES

YES

NO

NO

NO
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行政改革 

アンケート結果 アンケート結果 
問１　公共施設を利用する場合は、個人です

か団体ですか。
割合％件数
１０１５個人
９０１３５団体
１００１５０計

問２　あなたの名前（団体名代表者名）を記入
してください。

　　　　省略

問３　あなたの団体は、阿久比町の下記の団体
に所属していますか。（複数可）

割合％件数団　　体
１４２０体育協会
１４２０文化協会
９１４福祉団体
５７ボランティア団体
２７３９サークル協議会
１６２３学校開放登録団体
１５２２その他
１００１４５計

問４　あなた（団体）の利用（団体活動）内容
（複数可）

割合％件数内　　容
１３２１大会・総会・役員会
７５１２４練習・研修・勉強会
４７その他
８１４無回答
１００１６６計

問５　会員数・会費・年齢層
割合％件数会員数

８１１１０人未満
３４４６１０人以上２０人未満
２１２８２０人以上３０人未満
９１２３０人以上４０人未満
２１２９４０人以上
７９無回答
１００１３５計

割合％件数町内・町外の割合
４０５５町内のみ
４６６２町内５０％以上
７９町内５０％未満
７９無回答
１００１３５計

割合％件数会費（年額）
４６１,０００円未満
２２２９５,０００円未満
７１０１０,０００円未満
１８２４２０,０００円未満
１９２６２０,０００円以上
３０４０なし・その他・無回答
１００１３５計

割合％件数年齢層
１２１６小中学生以下
５４７３６５歳未満
１９２６６５歳以上
１５２０無回答
１００１３５計

問６　補助金（委託金）をもらっていますか。
割合％件数
３７５０はい
５５７４いいえ
８１１無回答
１００１３５計

割合％件数交付元
３３１９町
４３２５協会
３２大字
１６９その他
５３不明
１００５８計

問７　決算報告書・活動実績報告書がありま
すか。

割合％件数
７６１０３はい
２１２８いいえ
３４無回答
１００１３５計

問８　町の行事に積極的に参加していますか。
（複数可）

割合％件数
７８１６２はい
２２４７ない、無回答
１００２０９計

問９　どの施設を利用しましたか。（複数可）
割合％件数施設名
２７１,０２６中央公民館本館
１９７０２中央公民館南館
２７５宮津公民館
０４板山公民館
０３草木公民館
０３坂部公民館
０１中部公民館
２７０白沢区民館
１２８勤労福祉センター
３１１５板山グランド
１３７白沢グランド
１４４草木グランド
６２４５ふれあいの森体育室
４１５８丸山公園運動広場
４１４５丸山公園武道場
０７スポーツ村野球場
０３スポーツ村陸上競技場
００スポーツ村室内練習場
３１００白沢テニスコート
２９４丸山テニスコート
０１２東部小グランド
４１３５東部小体育館
０１２英比小グランド
１３９英比小体育館
００草木小グランド
１０３７８草木小体育館
２８０南部小グランド
６２３０南部小体育館
００阿久比中グランド
２７７阿久比中体育館

１００３,８２３計

問１０　受益者負担についての意見
割合％件数
４７７０意見あり
５３８０意見なし
１００１５０計

割合％件数空　　名
１６１６集会室
３０２９会議室
１９１９研修室
９９講堂
００体育室
９９多目的ホール
１１１１和室
６６その他
１００９９計

アンケートの意見（代表的なもの）
１　冷暖房費の負担と同じように経費（使用料）の負担は必要と思
う。
２　スポーツ少年団体として青少年の健全育成を目的としているた
め、使用料徴収は不適当。
３　自分の趣味の使用は受益者負担でよい。町の行事での使用は考
えてほしい。
４　聴覚障害者支援センターの活動参加や障害者支援のボランティ
ア活動を目的としているので、使用料は減免してほしい。ボラン
ティア活動を中止することになる。
５　使用料は負担すべきだが、なるべく低料金にしてほしい。
６　施設を利用するので何らかの負担は必要。町の公認団体には、
考慮をお願いしたい。運営に支障をきたす団体も出てくると思う。

７　公平な負担というなら、なくすか少なくすれば公平になる。使
用料の負担は今までどおり続け、さらに広げる努力が必要。使用
料も他の市町村に比べ高い。文化、スポーツなど町民が元気にな
ることのために税金を使うのは当然。
８　一般、サークル協議会と町文化協会会員（町の行事を代行する
団体）との格差をつけるべき。
９　グランド使用に負担がかかることはチームにとって大きな負担。
財政困難はわかるが、子どもの教育の一環と考えてほしい。

１０　青少年の育成にかかわる団体については配慮を。
１１　「受益者負担」という言葉は立派だが、高齢化、収入減のなか負
担を軽くして施設を利用できる財政（行革）を考えてほしい。

１２　行政が文化面で力を入れた成果が今出ている。無料で施設を開
放していればこその盛り上がり。他市町に追従することなく、今
後も無料開放を実施してほしい。

□問い合わせ先　阿久比町行政改革推進本部事務局　企画財政課　�（４８）１１１１（内２０４）
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平成１９年度

阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針
阿久比町教育委員会では、平成１９年度の阿久比町阿久比町教育委員会では、平成１９年度の阿久比町
教育指針を決定しましたのでお知らせします。教育指針を決定しましたのでお知らせします。

幼・保・小・中一貫教育を実践

　いじめ・不登校、学力低下問題など、山積する教育課題に真正面から向き合い、学校・家庭・地域が一体と
なって難題解決に取り組み、２１世紀の主役として、心豊かでたくましい人間を育成する。

阿久比町の教育基本理念

愛知県学校教育基本理念
（１）　いのちを尊び、こころやからだを

鍛え、たくましく生きる力を養う。
（２）　自ら学び、深く考え、主体的に

行動する力を養う。
（３）　礼節を重んじ、自らを律し、他

とともにこころ豊かな生活を築く
態度を養う。

（１）　自らを律し、自ら実践していく生徒
（２）　「生きる力」（社会で役立つ学力、社会で生きていく上で必要な人間性、社会で生きていく上で必要な健

康と体力）を身に付けた生徒

阿久比町が目指す具体的な１５歳の生徒像

具体的な方策
�　幼・保・小・中一貫教育の推進
・　日本人としての基礎・基本と確かな学力の定着
・　１１月２日（金）「あぐい教育の日」に公開保育・授業とシンポジウムの
開催
�　授業改革
・　授業に臨む姿勢・態度から、教えられる姿、教える態度の確認
・　学校の基本は授業にある。「明日も行きたい」と楽しみにする授業づ
くり
・　各校現職教育の充実のため、「職員室風土・文化・ムード」を変える。
明日も会いたい、語り合いたい教員集団づくり
�　段差なきカリキュラムの作成
・　各学年が各教科指導を確実に推進し、次年度に送り出す責任を明確化
・　教化部会の充実（連動するカリキュラムの作成：教科主任者会で研究を）
�　学校サポーターの発掘
・　民間人の活用体制の確立と人材バンクの設置
�　開かれた学校・地域あっての学校に
・　学校評議員制の充実と説明責任　→　学校運営協議会への発展化
�　安心・安全の確保
・　通学路など危険個所の点検、保護者・子どもの発見、連絡システムの
確立
・　子ども１１０番の家の再確認と表示の明確化
・　ＰＴＡ活動の充実、行動・発信としての学校の動き
・　「子ども見守り隊」の登録、活動、意見集約、感謝
�　保護者・学校の協働精神を
・　建設的な意見交換ができる信頼関係づくり、教育委員会としての取り
組み・指導体制の確立を
�　学校給食
　　食育が重視される昨今、給食の意義が見直されている。食材の安全性
とともに、栄養のバランスや調理の仕方によっては偏食をなくし、何で
も食べられる子どもの育成に寄与したいものである。また、食習慣の確
立をするためにも親指導にも全力を挙げる。
　　栄養士、栄養教諭などの指導により、衣 ･食 ･住の食の大切さを知ら
せ、人として生きていくための基礎づくりになる方途を追求する。
①　給食センターと学校、調理員と栄養士―教師―子ども→親の人間的つ
ながりを強化することにより、感謝し、感謝される温かい雰囲気づくり
に努める。
②　安全で美味な給食をつくるためには、給食センターの設備・備品など
の改善が必要である。予算は難しいが、英断しなければならない時期で
もある。また、調理員の人数の確保も重要な視点である。
③　給食費の滞納が話題になっている昨今、親に対してどう対応していく
べきか検討していく必要に迫られている。給食センターと学校でその対
応を早急に行う。

生きる力を身に付けた児童生徒 
平成１９年度　阿久比町学校教育の重点施策 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
（
日
本
語
・
英
語
を
使
っ
た
会
話
力
）
学
校
教
育
全
般 

中
学
校
（
英
語
と
国
語
） 

小
学
校
高
学
年（
国
語
と
英
語
） 

小
学
校
低
学
年（
国
語
を
重
点
） 

※
英
語
指
導
助
手 

国
語
力
向
上
　
※
話
型
・
声
の
物
差
し
　
※
英
語
指
導
助
手 

「豊かな人間性」 

道
徳
の
授
業
時
間
の
確
保
と
質
の
充
実 

※
青
少
年
奉
仕
活
動
・
体
験
活
動
事
業 

福
祉
・
清
掃
活
動 

自
分
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
・
豊
か
な
心 

「開かれた学校」 

学
校
評
議
員
制
・
学
校
評
価
の
実
施 

学
校
運
営
協
議
会
導
入
の
研
究 

「健康・安全」 

地
震
・
不
審
者
な
ど
へ
の
安
全
教
育
・
情
報
モ
ラ
ル
指
導（
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生
） 

※
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
学
校
教
育
指
導
員
・
（
小
学
校
巡
回
相
談
・
こ
す
も
す
） 

※
フ
ッ
素
洗
口
事
業 

※
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、自
ら
学
び
、主
体
的
に
判
断
し
、行
動
し
、よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能
力
の
育
成 

Ｒ
Ｔ
・
Ｌ
Ｔ 

少
人
数
指
導
・
習
熟
度
別
指
導
な
ど 

学
習
意
欲
を
高
め
る
指
導 

教
科
担
任
制
の
導
入 

※
Ｔ
Ｔ
指
導
補
助
事
業 

「確かな学力」 

○教職員の力量向上（授業力向上・愉しい授業づくり） 
○充実した学級経営（「安心感」と「存在感」） 

□問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）
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　阿久比町幼・保・小・中一貫教育プロジェクトの活動が４月から始まりました。
　プロジェクトの一環として、幼児教育部会が作成した「めざす子ども像」を小学校
入学前の子どもを育てる全保護者に配付しています。
　幼稚園や保育園では入園式や登園・降園時に、保健センターでは定期健診や相談活
動の時に配付しています。
　一人ひとりの子どもがすくすくと成長するように、保護者や園からの働きかけなど
を、各年齢に合わせてまとめました。３歳未満の乳児期では、基本的生活習慣、食事、
排泄、着脱、清潔、睡眠、遊びの７つの視点でまとめ、３歳～６歳の幼児期は４つの
視点でまとめました。
　親子のふれあいは、子どもの成長にとってかけがえのないものです。子育てを通し
て、大人も成長します。「阿久比町めざす子ども像」を家族の皆さんでご覧いただき、
子育ての参考にしてください。

阿久比町幼・保・小・中一貫教育プロジェクト

□問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）

��������	
��

��������	
��
����

完成したパンフレット
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四
月
の
土
曜
日
、
日
曜
日
町
内
の
各
所
で
春
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
社
で
は
巫
女
舞
や
子
ど
も
ば
や
し
の
奉
納
が
行
わ
れ
、
笛
や
太
鼓
の
音
色
が
響
き
ま

し
た
。

　

町
指
定
文
化
財
の
五
台
の
山
車
も
勇
壮
に
引
き
回
さ
れ
、
町
内
が
祭
り
ム
ー
ド
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

宮津熱田社で祭りを盛り上げる若衆宮津熱田社で祭りを盛り上げる若衆

ちょうちんを付けて引き回す大古根八幡社山車ちょうちんを付けて引き回す大古根八幡社山車

熱田社に奉納する宮津北組、南社の２台の山車熱田社に奉納する宮津北組、南社の２台の山車

山車の綱を引く子どもたち山車の綱を引く子どもたち



広報あぐい　２００７年５月１日号

9
あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

●東部小学校区に学童保育開設

４月から学童保育（放課後児童クラブ）「げんきッズ東
部」が東部小学校区に開設しました。これで町内４つの
小学校区全てに学童保育の場が整いました。
学童保育は阿久比町放課後児童健全育成事業として、

保護者が仕事などで昼間家にいない小学生を対象に、放
課後や夏休みなどに子どもを預かり、運営は町が委託し
た社会福祉法人雲谷苑が行っています。
「げんきッズ」では随時、入所希望児童を受け付けてい
ます。　問い合わせ先　社会福祉法人雲谷苑　�（４８）０５０４

●被災地救援のために募金活動

４月９日、阿久比ライオンズクラブのメンバーが名
鉄阿久比駅前で、ソロモン諸島沖地震と能登半島地震
の義援金を募る活動を行いました。
翌日、阿久比ライオンズクラブ中村守厚会長と都築

重信副会長が集まった義援金８２，１７７円を持って町長室
を訪れ、「食料品や医薬品を買ってもらうように被災地
へお金を送金してください」と義援金を町長に手渡し
ました。
義援金は分配して被災地へ送金します。

募金活動を行う阿久比ライオンズクラブのメンバー

左が中嶋さん、右が鈴木さん

お礼の言葉を述べる草木小児童

４月１２日、草木小学校体育館で国際的に活躍するソプラ
ノ歌手中嶋彰子さんと日本を代表するギタリスト鈴木大
介さんの「ふれあいコンサート」が開かれました。
トヨタ創立７０周年を記念して全国各地で「トヨタ・マス
ター・プレイヤーズ，ウィーン」のコンサートが行われて
います。今回のふれあいコンサートは青少年のための特別
プログラムの一環で行われ、トヨタが東海三県の小学校な
どを対象に出張コンサートの希望校を募集し、草木小学校
が選ばれました。
中嶋さんと鈴木さんは児童や保護者２００人の前でモー

ツァルトの歌劇「フィガロの結婚」や「赤とんぼ」、「さく
らさくら」など全部で１０曲演奏しました。
コンサート終了後に「大きな声で歌に迫力があった」。

「生で素晴らしいギターの演奏が聴けてとてもよかった」
と児童たちは感想を話していました。

ソプラノ歌手　中 嶋 彰 子さん 
ギタリスト　鈴 木 大 介さん 

　　　　ふれあいコンサート 
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６１ 
 
６１ 
 

本
震
に
よ
っ
て
強
い
揺
れ
と
な
っ
た

地
域
で
は
、
余
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊

や
土
砂
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
、
さ
ら
に

被
害
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

余
震
情
報
は
、
被
災
地
域
の
住
民
の

安
全
確
保
、
事
業
所
、
防
災
機
関
の
応

急
対
策
や
復
旧
活
動
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
に
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
ま
す
。

余
震
情
報
が
発
表
さ
れ
る
地
震
は
、

「
本
震
‐
余
震
型
」
の
地
震
活
動
で
、

余
震
が
新
た
な
被
害
を
出
す
恐
れ
の
あ

る
場
合
で
す
。
そ
の
よ
う
な
地
震
は
、

本
震
の
最
大
震
度
が
お
お
む
ね
「
震
度

５
弱
以
上
」
の
地
震
で
す
。

気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
余
震
の
情

報
は
、「
ど
の
く
ら
い
の
期
間
警
戒
す
べ

き
か
」、「
震
度
は
ど
の
程
度
に
な
る
か
」、

「
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
る
必

要
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
表
現
で
発
表

さ
れ
、
参
考
デ
ー
タ
と
し
て
、
余
震
の

発
生
確
率
も
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

愛
知
県
で
は
、
昨
年
二
年
連
続
で
交
通

事
故
死
全
国
ワ
ー
ス
ト
一
位
と
い
う
大
変

残
念
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
と
し
て
、
次

の
重
点
実
施
項
目
に
沿
っ
た
運
動
を
県
民

総
ぐ
る
み
で
展
開
し
ま
す
。
交
通
事
故
の

防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

重
点
目
標

【
子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
】

○
家
庭
で
は

・　

自
宅
付
近
の
危
険
個
所
を
子
ど
も
や

高
齢
者
に
具
体
的
に
示
し
、
交
通
安
全

に
つ
い
て
話
し
合
い
の
機
会
を
持
つ
。

○
運
転
者
は

・　

道
路
横
断
中
や
自
転
車
利
用
中
の
子

ど
も
や
高
齢
者
を
見
掛
け
た
ら
、
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
十
分
に
注
意
す
る
。

【
飲
酒
運
転
を
撲
滅
し
よ
う
】

○
家
庭
で
は

・　

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の
悲
惨
さ
と

責
任
の
重
大
さ
に
つ
い
て
、
家
族
で
話

し
合
う
機
会
を
持
つ
。

・　

飲
酒
の
予
定
が
あ
る
日
の
帰
宅
の
方

法
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お
く
。

・　

行
楽
の
行
き
帰
り
に
は
、
運
転
手
に

は
絶
対
に
飲
酒
を
さ
せ
な
い
。

○
運
転
者
は

・　

飲
酒
を
伴
う
会
合
な
ど
へ
の
出
席
は
、

公
共
の
交
通
機
関
を
利
用
し
た
り
、
代

行
運
転
や
家
族
の
送
迎
を
依
頼
す
る
。

・　

飲
酒
運
転
は
、
被
害
者
、
加
害
者
の

　

い
ず
れ
の
人
生
を
も
狂
わ
せ
る
社
会
的

犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
。

【
自
転
車
の
安
全
利
用
を
進
め
よ
う
】

○
家
庭
で
は

・　

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
家
族
で
十
分
に
話
し
合
い
実

践
す
る
態
度
を
養
う
。

○
運
転
者
は

・　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
歩
道
な
ど
を

通
行
す
る
時
に
は
歩
行
者
を
優
先
す
る
。

【
後
部
座
席
を
含
め
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う
】

○
家
庭
で
は

・　

後
部
座
席
を
含
む
同
乗
者
全
員
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
発
進
の
合
図
に

す
る
な
ど
家
族
で
百
パ
ー
セ
ン
ト
着
用

を
心
掛
け
る
。

・　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
と
座
席

へ
の
正
し
い
取
り
付
け
を
徹
底
す
る
。

○
運
転
者
は

・　

後
部
座
席
の
同
乗
者
へ
も
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
を
促
す
。

・　

子
ど
も
の
体
格
に
合
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
選
び
、正
し
く
使
用
す
る
。

【
交
通
事
故
死
全
国
ワ
ー
ス
ト
一
位
の
返

上
を
目
指
そ
う
】

○
家
庭
で
は

・　

交
通
安
全
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合

う
機
会
を
多
く
持
つ
。

・　

家
族
の
外
出
に
は
必
ず
一
声
掛
け
る
。

○
運
転
者
は

・　

運
転
の
際
に
は
、
交
通
安
全
ス
リ
ー

Ｓ
運
動
を
常
に
念
頭
に
お
き
安
全
運
転

に
心
が
け
る
。

交
通
安
全
ス
リ
ー
Ｓ
運
動

〜
自
動
車
、
自
転
車
運
転
者
の
心
得
〜

　
　

愛
知
県
は
、
交
通
死
亡
事
故
の
約
六

割
が
交
差
点
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
　

交
差
点
で
は
、
信
号
無
視
、
一
時
不

停
止
、
横
断
歩
行
者
妨
害
が
原
因
の
死

亡
事
故
が
、
全
国
平
均
の
二
倍
。
飲
酒

運
転
が
関
連
す
る
死
亡
事
故
も
全
国

ワ
ー
ス
ト
一
位
で
す
。

　
　

自
転
車
を
含
め
た
運
転
者
の
安
全
運

転
を
呼
び
か
け
る
ス
リ
ー
Ｓ
運
動
を
年

間
を
通
じ
て
展
開
し
ま
す
。

ス
ト
ッ
プ（
Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
）　

赤
信
号
は
ス

ト
ッ
プ
、
一
時
停
止
場
所
で
ス
ト
ッ
プ
、

飲
酒
運
転
を
ス
ト
ッ
プ
。

ス
ロ
ー（
Ｓ
ｌ
ｏ
ｗ
）　

見
通
し
の
悪
い
交

差
点
で
の
速
度
を
ス
ロ
ー
、
高
齢
者
や

子
ど
も
を
見
た
ら
速
度
を
ス
ロ
ー
。

ス
マ
ー
ト（
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
）　

運
転
中
は
携

帯
電
話
を
し
な
い
。
急
発
進
・
空
ふ
か

し
を
し
な
い
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
正
し

く
着
用
し
、
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ス

マ
ー
ト
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

※　

反
射
タ
ス
キ
を
防
災
交
通
課
で
無
料

配
布
し
て
い
ま
す
。

余
震
情
報

余
震
情
報 

余
震
情
報 

５月１１日（金）～２０（日）　��������	
���
���

防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い
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　国内では能登半島地震、海外ではソロモン諸島沖地震が発生し、東海・東南海地震などの
東海地方を中心とする地震の発生が心配されます。　
　町では、旧基準木造住宅（昭和５６年５月３１日以前に着工された木造住宅）を対象とした耐
震診断を引き続き実施しています。費用は無料です。
　耐震診断の結果、改修の必要があると判定された住宅の耐震改修工事費に対する補助制度
（条件有り。上限６０万円）も実施しています。

無料耐震診断

□診 断 対 象　昭和５６年５月３１日以前に建築（着工）された木造住宅（プレハブ・ツーバイ
フォーなどを除く）

□診 断 項 目　基礎、地盤の状況、壁の配置バランス、壁の量、老朽度など
□申 込 期 限　１０月３１日（水）まで
□申し込み・問い合わせ先　建設課計画係　�（４８）１１１１（内２８８）

耐震改修費補助

□補助の対象
　①　耐震診断の結果、総合判定が１．０未満であること
　②　耐震診断の判定値に０．３以上を加算して、改修工事後の総合判定が１．０以上となること
　③　昭和５６年５月３１日以前に建築（着工）された木造住宅
□補　助　額　耐震改修費の２分の１以内で６０万円が限度
□申 込 期 限　１２月２８日（金）まで
□申し込み・問い合わせ先　建設課計画係　�（４８）１１１１（内２８８）

住宅に関する耐震改修促進税制について（減税制度）

□所　得　税　平成１８年４月１日から平成２０年１２月３１日までに、町の耐震改修費補助を利用し
て住宅の改修を行った場合、耐震改修費の１０％相当（上限２０万円）が所得税か
ら控除されます。（確定申告が必要です。）

□固定資産税　一定の条件を満たす耐震改修工事を実施した家屋について、工事が完了した
年の翌年以降の固定資産税を一定期間、減額します。

　①　減額となる期間
　　・・平成１８年から２１年までの改修は３年間
　　・・平成２２年から２４年までの改修は２年間
　　・・平成２５年から２７年までの改修は１年間
　②　減額される額
　　　改修家屋に関する固定資産税の２分の１（一戸当たり１２０平方メートル相当分まで）
　※　都市計画税は、減額の対象となりません。
□問い合わせ先　税務課　�（４８）１１１１　住民税係（内２２０）固定資産税係（内２３１）
　　　　　　　　建設課計画係　�（４８）１１１１（内２８８）

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ大地震から大切な家庭を守るため
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅もももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををあなたの住宅も耐震診断を
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フ
ッ
チ
ー
ほ
た
る
の
会

　
　

ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
へ
の
取
り
組
み
」

◆
期　

間　

五
月
二
十
六
日
（
土
）

◆
時　

間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

百
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
内　

容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

ホ
タ
ル
に
対
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

◆
講　

師　

フ
ッ
チ
ー
ほ
た
る
の
会

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期　

間　

六
月
〜
七
月

◆
会　

場　

ふ
れ
あ
い
の
森
ほ
か

◆
対　

象　

一
般

◆
内　

容　

ホ
タ
ル
を
守
り
、
育
て
る
た

め
に
ど
ん
な
こ
と
が
出
来
る

か
を
考
え
、
学
習
し
ま
す
。

ホ
タ
ル
講
演
会

ホ
タ
ル
を
育
て
よ
う

◆
講　

師　

阿
久
比
町
ホ
タ
ル
専
門
員
ほ
か

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期　

間　

五
月
三
十
日（
水
）〜
八
月
八

日（
水
）全
六
回

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
内　

容　

初
心
者
の
た
め
の
俳
句
教
室

で
す
。

◆
講　

師　

文
化
協
会
苗
代
句
会

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期　

間　

六
月
二
十
五
日（
月
）

六
月
二
十
六
日（
火
）全
二
回

◆
時　

間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

二
十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
内　

容　

電
気
を
安
全
に
節
約
し
て
使

用
す
る
方
法
を
学
び
、地
球
温

暖
化
防
止
の
た
め
に
私
た
ち

が
出
来
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。

◆
講　

師　

中
部
電
気
保
安
協
会
ほ
か

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�講
演
会
「
早
ね
・
早
お
き
・
朝
ご
は
ん
」

◆
期　

間　

六
月
五
日（
火
）

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜
午
前
十
一
時
半

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対　

象　

一
般
（
託
児
付
き
）

俳
句
教
室

身
近
な
生
活
改
善
講
座

食
育
講
座
①

◆
定　

員　

百
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
内　

容　

朝
食
、
生
活
習
慣
の
大
切
さ

に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

◆
講　

師　

半
田
保
健
所
管
理
栄
養
士

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

環
境
衛
生
課　

保
健
係

�調
理
実
習
「
朝
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
」

◆
期　

間　

七
月
二
日（
月
）

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜
午
後
零
時
半

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

二
十
四
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
内　

容　

講
演
会
の
内
容
に
基
づ
き
、簡

単
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

朝
食
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
ま
す
。

◆
講　

師　

半
田
保
健
所
管
理
栄
養
士

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

環
境
衛
生
課　

保
健
係

�◆
期　

間　

六
月
十
五
日（
金
）

◆
時　

間　

午
前
九
時
半
〜
正
午

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

二
十
四
人

◆
材
料
費　

五
百
円
程
度

◆
内　

容　

阿
久
比
の
特
産
品
「
米
」
の

粉
を
使
っ
た
パ
ン
づ
く
り
の

教
室
で
す
。

◆
講　

師　

農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

食
育
講
座
②

米
パ
ン
づ
く
り

平
成
１９
年
度
第
一
期 

 
生
涯
学
習
教
室
・
講
座
開
講 

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
を
目
標
に
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
涯
学
習
を
支
援
す
る
教
室
・
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
年
四
回
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
第
一
回
目
で
す
。 

　
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

※ 

小
学
生
対
象
の
講
座
の
案
内
は
、
各
小
学
校
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。 

ホタルを育てよう
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�◆
期　

間　

五
月
二
十
四
日（
木
）〜
七
月

二
十
六
日（
木
）全
五
回

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対　

象　

一
般
（
男
性
）

◆
定　

員　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
五
百
円
程
度

◆
講　

師　

管
理
栄
養
士　

岡
本
和
代

◆
内　

容　

簡
単
で
お
い
し
く
、
健
康
に

良
い
料
理
を
作
り
ま
す
。

�◆
期　

間　

七
月
十
日（
火
）〜
九
月
四
日

（
火
）全
五
回

◆
時　

間　

午
前
九
時
半
〜
午
後
零
時
半

男
性
料
理
教
室

手
作
り
パ
ン
教
室

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
円
程
度

◆
内　

容　

家
庭
で
出
来
る
パ
ン
の
作
り

方
を
教
え
ま
す
。
毎
回
違
う

パ
ン
、
デ
ザ
ー
ト
、
ス
ー
プ

を
作
り
ま
す
。

◆
講　

師　

佐
藤
友
美

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期　

間　

六
月
六
日（
水
）〜
六
月
十
三

日
（
水
）
全
六
回

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

十
九
人

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
六
百
円
程
度

◆
内　

容　

パ
ソ
コ
ン
に
初
め
て
触
る
方
、

ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
い
方
の

た
め
の
入
門
講
座
で
す
。

◆
講　

師　

高
士
敦
子

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
」

◆
期　

間　

六
月
十
九
日（
火
）六
月
二
十

日（
水
）全
二
回

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

十
九
人

パ
ソ
コ
ン
教
室
「
基
礎
」

パ
ソ
コ
ン
教
室

◆
受
講
料
な
ど　

千
八
百
円
程
度

◆
内　

容　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
心
者
の

た
め
の
講
座
で
す
。

◆
講　

師　

高
士
敦
子

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�「
パ
ソ
コ
ン
で
描
く
」

◆
期　

間　

六
月
二
日（
土
）〜
七
月
七
日

（
土
）全
六
回

◆
時　

間　

午
前
九
時
半
〜
午
前
十
一
時

半

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

十
九
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
二
百
円

◆
内　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
ペ
イ
ン
ト
を

使
っ
て
花
を
描
き
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
で
も
大

丈
夫
で
す
。

◆
講　

師　

前
屋
舗　

明

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期　

間　

六
月
二
十
二
日（
金
）〜
十
月

二
十
六
日（
金
）全
十
六
回

◆
時　

間　

午
後
七
時
〜
午
後
九
時

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

二
十
人

◆
材
料
費　

三
千
円
程
度

◆
内　

容　

佐
渡
お
け
さ
、
河
内
音
頭
、

越
中
お
わ
ら
節
な
ど
日
本
各

パ
ソ
コ
ン
教
室

民
踊
教
室
／
日
本
の
ま
つ
り

地
の
ま
つ
り
な
ど
で
踊
ら
れ

る
民
踊
教
室
で
す
。

◆
講　

師　

平
田
南
子

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期　

間　

五
月
二
十
七
日（
日
）〜
七
月

八
日（
日
）全
六
回

◆
時　

間　

午
前
九
時
半
〜
午
前
十
一
時

半

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館
ほ
か

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

五
千
二
百
円
程
度

◆
内　

容　

粘
土
を
練
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
る
陶
芸
教
室
で
す
。
手
び

ね
り
な
ど
で
湯
飲
み
な
ど
の

作
品
を
作
り
ま
す
。

◆
講　

師　

日
本
酸
器
工
業
職
員

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

陶
芸
教
室

男性料理教室

陶芸教室
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�◆
期　

間　

五
月
〜
三
月

土
曜
日
の
午
前
（
午
後
の
場

合
あ
り
）
全
十
回

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会　

場　

阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村

◆
対　

象　

小
学
校
三
年
生
以
上

◆
定　

員　

百
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
円

◆
内　

容　

陸
上
競
技
の
技
術
を
習
得
し

ま
す
。

◆
講　

師　

町
内
小
中
学
校
教
諭
ほ
か

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
体
育
係

�◆
期　

間　

七
月
十
六
日（
月
）〜
七
月
二

十
五
日（
水
）月
曜
、水
曜
、金

曜
日
全
五
回

◆
時　

間　

午
後
七
時
〜
午
後
九
時

◆
会　

場　

丸
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◆
対　

象　

女
性

◆
定　

員　

四
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
円

◆
内　

容　

屋
外
で
硬
式
テ
ニ
ス
を
楽
し

み
ま
す
。

◆
講　

師　

あ
ぐ
い
テ
ニ
ス
協
会

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
体
育
係

�◆
期　

間　

七
月
〜
八
月　

全
十
回

◆
時　

間　

午
前
九
時
〜
正
午

午
後
六
時
半
〜
午
後
九
時
半

◆
会　

場　

白
沢
・
丸
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◆
対　

象　

小
学
校
四
年
生
以
上

陸
上
教
室

女
性
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
（
ナ
イ
タ
ー
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
（
軟
式
庭
球
）

◆
定　

員　

四
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
円

◆
内　

容　

基
本
的
技
能
と
ル
ー
ル
を
習

得
し
ま
す
。

◆
講　

師　

阿
久
比
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連

盟

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
体
育
係

�◆
期　

間　

六
月
〜
二
月

土
曜
日
の
午
前　

全
十
五
回

◆
時　

間　

午
前
九
時
〜
午
前
十
一
時

◆
会　

場　

町
内
各
小
学
校
体
育
館
ほ
か

◆
対　

象　

小
学
校
四
年
生
以
上
と
そ
の

保
護
者

◆
定　

員　

制
限
な
し

◆
受
講
料
な
ど　

大
人
二
千
円　

小
人
千

五
百
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料

込
み
）

◆
内　

容　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
な
ど
の
室
内
競
技
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

ま
す
。

◆
講　

師　

体
育
指
導
員
、
体
育
協
会
加

盟
競
技
団
体
、
町
内
の
指
導

者
ほ
か

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
体
育
係

�◆
期　

間　

七
月
二
十
五（
水
）〜
七
月
三

十
一
日（
火
）全
五
回

◆
時　

間　

午
後
七
時
十
五
分
〜
午
後
九

時
十
五
分

◆
会　

場　

丸
山
公
園
武
道
場

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室

卓
球
教
室

◆
対　

象　

小
学
校
四
年
生
以
上

◆
定　

員　

四
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
円

◆
内　

容　

卓
球
の
基
本
的
技
能
と
ル
ー

ル
を
習
得
し
ま
す
。

◆
講　

師　

阿
久
比
町
卓
球
協
会

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
体
育
係

�◆
期　

間　

四
月
〜
三
月

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日

◆
時　

間　

午
後
六
時
〜
午
後
七
時
半

◆
会　

場　

丸
山
公
園
武
道
場

◆
対　

象　

小
学
生

◆
定　

員　

六
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
五
百
円

◆
内　

容　

礼
儀
作
法
と
技
能
を
習
得
し

ま
す
。

◆
講　

師　

阿
久
比
町
剣
道
連
盟

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
体
育
係

�◆
期　

間　

七
月
二
日（
月
）〜
七
月
六
日

（
金
）　

全
五
回

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜
午
前
十
一
時
半

◆
会　

場　

町
営
プ
ー
ル

◆
対　

象　

平
成
十
三
年
四
月
二
日
〜
平

成
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
子
ど
も

◆
定　

員　

四
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
円

◆
内　

容　

就
学
前
幼
児
を
対
象
に
プ
ー

ル
で
水
に
親
し
み
ま
す
。

◆
講　

師　

ビ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
東
海

少
年
剣
道
教
室

幼
児
水
泳
教
室

◆
担　

当　

社
会
教
育
課
体
育
係

□
申
込
資
格　

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

し
て
い
る
方

□
申
込
期
間　

五
月
十
五
日（
火
）ま
で

□
申
込
方
法　

担
当
窓
口
、
電
話
（
平
日

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
）Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
阿
久
比

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
暮
ら
し
の
情
報
」

か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
初
め
て
の
方

を
優
先
し
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
が
十
人
未
満
の
場
合
や
講

師
の
都
合
に
よ
り
変
更
な
ど
も
あ
り
ま

す
の
で
了
承
し
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先
〒４７０-２２９２　阿久比町大字卯坂字殿越５０番地

阿 久 比 町 役 場
�（４８）１１１１

アドレス内線FAX・TEL担当施設

shakyo@town.agui. lg.jp２６０FAX（４８）６２２９中 央 公 民 館
（社会教育課公民館係）

sport@town.agu i . lg . jpTEL（４９）２５００
FAX（４９）２５０７

阿久比スポーツ村
（社会教育課体育係）

eise i@town . agu i . l g . j p３１２FAX（４８）７３３３保 健 セ ン タ ー
（環境衛生課保健係）

生涯学習教室・講座
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今
回
は
県
道
阿
久
比
半
田
線
の
ぶ
ら
り

旅
に
出
掛
け
た
。

知
人
に
車
で
高
田
橋
ま
で
送
っ
て
も
ら

い
、
そ
こ
か
ら
北
に
向
か
っ
て
歩
く
こ
と

に
し
た
。

左
手
遠
方
に
は
、
緑
の
森
が
こ
ん
も
り

と
盛
り
上
が
っ
た
権
現
山
が
見
え
る
。
ど

こ
か
ら
と
も
な
く
サ
ク
ラ
の
花
び
ら
が
風

に
舞
い
、
高
田
橋
下
の
矢
勝
川
に
落
ち
る
。

淡
い
ピ
ン
ク
の
花
び
ら
が
水
面
を
覆
い
、

緩
や
か
な
川
の
流
れ
に
乗
り
、
下
流
へ
と

進
む
。
満
開
に
咲
き
誇
る
サ
ク
ラ
も
良
い

が
、
散
っ
た
サ
ク
ラ
も
�
い
と
を
か
し

�

�

�

�

�

�

で
あ
る
。

少
し
歩
く
と
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
駐
車
場
の
隅
に
�
堂
�
を
発
見
。
約

三
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
、
一
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
奥
行
き
と
間
口
の
堂
の
中
に
は
、
地

蔵
ら
し
き
石
造
物
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

石
像
の
左
右
に
何
か
文
字
が
刻
ま
れ
て
い

る
。「

何
か
に
お
い

�

�

�

ま
す
ね
」。「
君
も
そ
う

思
う
か
」
少
し
前
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
刑

事
の
よ
う
な
会
話
を
友
人
と
二
人
で
し
て

い
る
と
、
通
り
掛
か
り
の
男
性
に
「
何
か

探
し
て
い
る
の
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
る
。

事
情
を
話
す
と
「
こ
こ
の
家
の
人
な
ら

知
っ
て
い
る
と
思
う
よ
。
私
が
声
を
掛
け

て
あ
げ
る
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
、
堂
の
西

側
に
建
つ
家
に
住
む
男
性
を
紹
介
し
て
く

れ
る
。

石
像
は
今
の
場
所
よ
り
も
少
し
北
側
に

野
ざ
ら
し
で
立
ち
、刻
ま
れ
た
文
字
は「
右

よ
こ
す
か
左
お
お
の
」
と
判
明
。
も
と
も

と
道
標
だ
っ
た
ら
し
い
。
堂
は
明
治
時
代

に
男
性
の
先
祖
が
建
て
、
こ
の
界
隈
を

襲
っ
た
幾
多
の
水
害
で
も
流
さ
れ
な
か
っ

た
。
男
性
は
道
が
広
が
る
と
き
に
、
石
像

の
所
有
者
を
調
べ
た
が
分
か
ら
ず
、
先
祖

が
見
守
っ
て
き
た
堂
と
石
像
を
自
ら
の
手

で
現
在
の
場
所
に
移
動
さ
せ
た
。
私
た
ち

は
意
外
な
事
実
を
知
る
。「
お
ば
あ
さ
ん
が

毎
日
、
扉
を
あ
け
て
お
花
と
水
を
供
え
て

い
ま
す
。
家
族
が
幸
せ
な
の
は
、
そ
の
せ

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
男
性
が
目
を
細

め
た
。

北
上
を
続
け
る
。
大
古
根
地
区
の
八
幡

神
社
下
の
道
は
サ
ク
ラ
の
花
び
ら
で

�
じ
ゅ
ー
た
ん
�
が
敷
か
れ
た
か
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
今
年
は
花
見
に
行
け
な

か
っ
た
私
た
ち
だ
っ
た
が
、
今
日
の
ぶ
ら

り
旅
は
違
っ
た
角
度
で
サ
ク
ラ
の
観
賞
を

楽
し
め
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

隣
か
ら
「
♪
さ
く
ら
舞
い
散
る
道
の
上

で
♪
」
と
独
唱
を
始
め
る
友
人
の
下
手
な

歌
が
私
の
耳
に
残
っ
た
。

植
大
駅 

55

前田川 

矢勝川 

高田橋 

八幡神社 

県
道
阿
久
比
半
田
線 

堂 

堂にまつられる石像

高田橋から見た権現山
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□記念講演会（南館ホール） 
　入場無料、整理券が必要です。整理券は、5月
7日（月）から社会教育課窓口、公民館窓口で配布
します。 
19日（土） 
　受付午後1時　開演午後1時半 
演題「カーリーおばさんの 
　　　元気の出る話」 
講師　料理評論家・タレント 
　　　カーリー西條　氏 
　テレビでおなじみのカーリー 
おばさんが、日米文化交流や子育 
てなど多彩な話をしてくれます。 

□遊び方教室コーナー 
19日（土）午前10時～正午 
　毎月第3土曜日にふれあいの森で実施している「遊
び方教室」を中央公民館で行います。 
　今回は、子どもだけでなく、家族の方も参加
できます。 

□発明クラブコーナー 
20日（日）午前10時～正午 
　今年度発足する阿久比町少年少女発明クラブ。
あなたの発想を活かして楽しいものづくりに挑
戦しよう。 

□昔のあぐい展覧会 
19日（土）・20日（日）午前10時～午後3時 
　昔懐かしい阿久比町の写真や民具を展示します。 
　昨年好評だった“キッズ屋台村”も開催します。
輪投げや駄菓子屋さんに来てください。 

　阿久比町教育委員社会教育課 
　fl（48）1111（内線262・280） 
　　主催／阿久比町生涯学習推進協議会 
　　・阿久比町・阿久比町教育委員会 
　　共催／阿久比町文化協会 
　　・阿久比町体育指導委員会 

□パターゴルフ無料体験コーナー 
19日（土）・20日（日）午前9時～午後3時 
両日とも先着200人限定 

□ニュースポーツ紹介コーナー 
19日（土）午後1時～午後3時 
20日（日）午前10時～午後3時 
　フロッカーなど新しくて楽しいスポーツを紹
介します。 

・ほかにも楽しいイベントを企画しています。 
・記載の内容は、予告なく変更する場合もあり
　ます。 

 
19日（土）・20日（日）午前9時～午後4時 
　絵画や書道の展示コーナーです。 

　20日（日）午前10時～ 
　中央公民館南館ホールで芸能の発表会を行
います。　　　　　　　（抽選会もあります） 

　19日（土）・20日（日） 
俳句大会　　　　19日（土）午前10時～ 
短歌大会　　　　20日（日）午後１時～ 
狂俳大会　　　　20日（日）午前9時～ 
囲碁・将棋大会　20日（日）午前10時～ 

 
20日（日）午前10時～ 

 
19日（土）・20日（日）午前9時～午後4時 
　盆栽・朴作品の即売会です。 

 
20日（日）午後1時～午後3時 
　透明傘に自由に描いてみよう。あなただけ
のオリジナルアートが出来上がります。 

 
19日（土）・20日（日） 
　いけ花や書道など体験してみよう。 

 
19日（土）・20日（日） 
　全部回るとお楽しみグッズがもらえます。 

問い合わせ先 問い合わせ先 
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三
男　
　
 
松 
平 　

ま
つ    
だ
い
ら

 
定  
勝 

さ
だ 
か
つ

永
禄
二
（
一
五
五
九
）
年
父
は
坂
部
城

主
久
松
俊
勝
、
母
は
於
大
の
方
（
伝
通
院
）

の
三
男
と
し
て
誕
生
。
生
後
ま
も
な
く
、

異
父
兄
の
松
平
元
康（
の
ち
の
徳
川
家
康
）

か
ら
家
門
に
準
じ
て
、
松
平
の
称
号
を
与

え
ら
れ
ま
し
た
。

織
田
信
長
が
本
能
寺
の
変
で
家
臣
の
明

智
光
秀
に
よ
っ
て
自
尽
し
た
直
後
の
天
正

十
（
一
五
八
二
）
年
六
月
、
定
勝
二
十
三

歳
の
と
き
、勢
い
を
も
っ
た
羽
柴
秀
吉（
の

ち
の
豊
臣
）
は
家
康
に
、
定
勝
を
羽
柴
家

の
養
子
に
さ
せ
る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
生
母
で
あ
る
於
大
の
方
が
強
く

家
康
に
反
対
し
、
と
ど
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
前
回
ま
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
長
兄
・

康
元
が
常
に
本
国
を
留
守
に
し
て
い
た
こ

と
や
、
次
兄
・
康
俊
も
少
年
時
代
か
ら
他

家
へ
人
質
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
於
大
の
方
は
末
っ
子
の
定
勝
だ
け
は

自
分
の
そ
ば
に
置
い
て
お
こ
う
と
し
た
た

め
で
す
。）

そ
ん
な
こ
と
か
ら
定
勝
は
一
時
、
家
康

か
ら
は
疎
ん
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
や

は
り
そ
こ
は
異
父
兄
弟
、
そ
の
後
、
家
康

は
親
子
ほ
ど
歳
の
離
れ
た
定
勝
を
非
常
に

可
愛
が
り
ま
し
た
。

天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
年
九
月
、
定

勝
三
十
一
歳
の
と
き
、
下
総
国
（
現
在
の

千
葉
県
）
三
千
石
を
与
え
ら
れ
、
慶
長
四

（
一
六
〇
〇
）
年
四
千
石
を
増
加
さ
れ
、

伊
勢
国
長
島
城
主
と
な
り
ま
し
た
。

慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年
大
阪
冬
の

陣
、
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
大
阪
夏
の

陣
で
は
伏
見
城
、
二
条
城
を
守
備
、
家
康

か
ら
の
信
頼
の
厚
さ
が
分
か
り
ま
す
。

家
康
没
後
の
元
和
三
（
一
六
一
七
）
年

に
は
伊
勢
国
桑
名
城
を
二
代
将
軍
秀
忠
か

ら
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

寛
永
元
（
一
六
二
四
）
年
没
、
享
年
六

十
五
歳
で
し
た
。
そ
の
子
孫
は
後
に
桑
名

藩
主
や
松
山
藩
主
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

定
勝
の
墓
所
は
三
重
県
桑
名
市
照
源
寺
に

あ
り
ま
す
。

（
一
部
、『
於
大
の
方
物
語
』か
ら
引
用
）

戦
国
時
代
に
阿
久
比
で
生
誕
し
た
三
兄
弟

三
回
シ
リ
ー
ズ
の
最
後
は
三
男
「
定
勝
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　町内にある県指定文化財５件と町指定文化財 ２６ 件すべてに、

写真と簡単な説明を掲載した「阿久比町文化財ガイド」を作成

しました。

　Ａ４判、全 １４ 頁、両面カラー印刷、表紙には県指定文化財の

阿弥陀如来坐像（平泉寺）を掲載しています。

　希望者には無料で配布します。（役場、中央公民館本館、図書

館で配布）

～こんなことが掲載されています（一部）～
☆町指定有形民俗文化財５台の山車

☆阿久比谷虫供養の歴史と掛軸 １２ 幅

☆坂部城主久松氏と於大の方に関係する文化財

問い合わせ先

　社会教育課（中央公民館本館内）

　�（４８）１１１１（内２６２）

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				
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�
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
�の
実
践

□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

　
「
め
ざ
せ
！
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
あ
ぐ
い

　

」
の
推
進
に
か
か
わ
っ
て
い
る
、 
楊  
名 

よ
う 
め
い

２１
 
時 
太
極
拳
阿
久
比
同
好
会
会
長
の
飯
野
一

じ雄
さ
ん
に
、
太
極
拳
を
通
じ
た
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
　

太
極
拳
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

　

私
は
六
十
二
歳
で
会
社
の
定
年
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
の
直
後
に
阿
久
比
町
の
国
民

健
康
保
険
か
ら
、
太
極
拳
の
講
習
会
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、
参
加
を
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。
も
う
十
年
続
い
て
い
ま
す
。

　
　

太
極
拳
の
特
徴
は
何
で
す
か

　

太
極
拳
は
、
体
力
や
年
齢
や
そ
の
日
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
て
マ
イ
ペ
ー

ス
で
い
い
ん
で
す
。
太
極
拳
は
競
わ
な
い

の
で
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
と
い
う

こ
と
が
特
徴
で
す
ね
。

　
　

十
年
間
太
極
拳
を
続
け
ら
れ
た
の
は
、

な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か

　

私
は
二
十
代
の
後
半
か
ら
軽
い
腰
痛
持

ち
で
し
た
が
、
太
極
拳
は
激
し
い
動
き
で

は
な
い
の
で
、
自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
太
極
拳
は
奥
が
深
く
、

動
き
、
呼
吸
、
心
の
在
り
よ
う
と
次
々
と

挑
戦
が
で
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
で
す
。

　
　

会
得
し
た
こ
と
は
何
で
す
か

　

素
晴
ら
し
い
先
輩
に
出
会
え
、
友
人
が

増
え
ま
し
た
。
健
康
診
断
の
結
果
を
見
て

も
、
十
年
前
の
健
康
を
維
持
で
き
て
い
ま

す
。

　
　

太
極
拳
を
や
る
と
、
体
に
は
ど
の
よ

う
に
い
い
の
で
す
か

　

ゆ
っ
た
り
動
き
、
深
く
呼
吸
す
る
こ
と

で
全
身
の
ツ
ボ
を
刺
激
し
、
気
や
血
液
の

流
れ
が
よ
く
な
り
ま
す
。
片
足
立
ち
で
体

重
移
動
を
す
る
の
で
、
下
半
身
の
筋
力
が

鍛
え
ら
れ
ま
す
。
高
齢
者
や
車
椅
子
な
ど

の
体
が
不
自
由
な
方
に
も
、
お
勧
め
で
す
。

　
　

生
き
が
い
や
趣
味
は

　

阿
久
比
町
を
「
太
極
拳
の
人
口
密
度
が

日
本
一
の
町
」
に
し
た
い
で
す
ね
。
そ
し

て
、
自
分
の
太
極
拳
の
心
を
よ
り
極
め
て

い
き
た
い
で
す
。
写
真
が
趣
味
な
の
で
、

感
動
の
あ
る
写
真
を
撮
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

　
　
「
め
ざ
せ
！
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
あ
ぐ

い　

」
の
推
進
メ
ン
バ
ー
に
入
ら
れ
て
い

２１
か
が
で
す
か

　

食
事
、
睡
眠
、
生
活
習
慣
な
ど
、
健
康

全
体
に
つ
い
て
振
り
返
る
機
会
が
増
え
ま

し
た
。

　
　

最
後
に
、
住
民
の
み
な
さ
ん
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を

　

自
分
の
体
は
自
分
で
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

趣
味
を
一
つ
で
も
持
て
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

◇　
　
　
　
　
　
　

◇

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
後
、「
今
か
ら
写
真
展

の
準
備
が
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
う
れ
し
そ

う
な
表
情
を
浮
か
べ
出
掛
け
て
行
っ
た
飯

野
さ
ん
。
写
真
と
太
極
拳
と
の
出
会
い
が
、

飯
野
さ
ん
の
体
と
心
を
元
気
に
し
て
い
る

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
太
極
拳
を
や
っ
て

み
た
い
方
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一

度
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

□
日
時　

毎
週
木
曜
日　

午
後
一
時
半
〜

　
　
　
　

午
後
三
時

□
会
場　

阿
久
比
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
オ

ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー
）
二
階

　

八
十
歳
以
上
で
二
十
本
以
上
自
分
の
歯

が
あ
る
方
を
募
集
し
て
表
彰
し
ま
す
。

□
募
集
期
間

　

五
月
一
日
（
火
）
〜
六
月
三
十
日
（
土
）

□
対
象
者　

昭
和
三
年
三
月
三
十
一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方

※　

以
前
に
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
除

き
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

�
�
�
�
�
�

電話番号住　　　所歯科医院名称

（４８）８００８阿久比町宮津字名師 １５ － １石橋歯科医院

（４８） ０２６２阿久比町福住字平野 ２１ － １稲葉歯科医院

（４８） ９６０８阿久比町椋岡字唐松 ３ － ３クローバーこども歯科

（４８） ６０６０阿久比町卯坂字小谷 １０３関歯科医院

（４８） ３９３９阿久比町草木字花吹 ２１竹内歯科医院

（４８） ４１３９阿久比町福住字高根台 １１ － ７中村歯科医院

（４８） ４６０１阿久比町板山字東台 ２１ － ２ひがし台歯科医院

（４８） ３５６５阿久比町阿久比字宮後 ３２やなぎその歯科

（４８） ７２３４阿久比町卯坂字古見堂 ６６ － １若子歯科

笑顔で話してくれた飯野さん

�
����
�

�
�����
�

�
����
�

�
�
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夜
中
じ
ゅ
う
吹
い
た
風
も
や
み
、
海
に

な
ぎ
が
も
ど
っ
た
。
そ
よ
風
が
、
昨
夜
の

嵐
に
変
わ
っ
て
、砂
浜
を
な
ぜ
て
い
た
。

「
お
だ
や
か
な
日
だ
ぁ
」

　

作
造
は
、空
を
あ
お
い
で
つ
ぶ
や
い
た
。

「
な
ん
ぱ
せ
ん
だ
ぁ
」

　

ふ
い
に
耳
を
つ
ん
ざ
く
よ
う
な
さ
け

び
声
が
し
た
。

「
な
な
ぁ
ん
だ
ぁ
」

　

声
の
方
に
顔
を
向
け
た
作
造
は
、
市

松
の
走
り
よ
る
す
が
た
を
見
つ
け
た
。

「
作
う
、
船
が
浜
に
上
が
っ
た
ぞ
ぉ
」

「
な
ん
の
船
だ
ぁ
」

　

作
造
も
つ
ら
れ
て
大
声
で
聞
い
た
。

「
な
ん
の
か
も
ね
え
だ
。
安
ん
家
の
船

だ
」

「
安
う
？
昨
日
の
よ
う
な
あ
ん
な
日
い

に
、
船
さ
出
て
い
っ
た
ん
か
ね
」

「
出
て
い
っ
た
ん
は
、
だ
れ
も
し
ら
ん

か
っ
た
か
ら
ね
」

「
あ
ぁ
、
し
っ
と
た
ら
み
ん
な
ぁ
で
、

止
め
た
も
ん
な
ぁ
」

　

顔
を
し
か
め
た
市
松
の
声
が
、
作
造

の
心
を
し
め
つ
け
て
い
た
。

「
そ
ん
で
、
安
吉
は
上
が
ら
ん
と
ね
」

「
今
は
な
ん
と
も
わ
か
ん
ね
だ
ぁ
」

　

作
造
と
市
松
は
、浜
の
端
に
あ
る
み
さ

き
を
目
ざ
し
て
急
い
だ
。空
は
あ
お
あ
お

と
光
り
、海
も
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
た
。

「
お
ぉ
」

　

み
さ
き
を
ま
わ
っ
た
作
造
は
、
思
わ

ず
う
な
っ
た
。

　

端
切
れ
板
に
な
っ
た
船
の
残
が
い
が
、

作
造
の
目
に
は
い
っ
た
。
さ
け
た
板
目

は
、
ど
れ
も
断
ち
割
れ
、
嵐
の
す
さ
ま

じ
さ
を
見
せ
つ
け
て
い
た
。

　

み
さ
き
の
浜
に
は
、
も
う
船
頭
な
か

ま
が
、
集
ま
っ
て
い
た
。

「
作
う
、ど
げ
ん
思
う
、安
吉
は
、ほ
ん
と

う
に
あ
ん
な
海
に
、い
っ
た
ん
や
ろ
か
」

「
ど
げ
ん
ち
ゅ
う
て
、
今
お
ら
ん
と
い
う

の
が
、出
て
い
っ
た
ん
ち
ゅ
う
証
拠
や
ね
」

「
そ
ん
で
、
安
吉
の
お
っ
か
さ
ん
に
は
、

知
ら
せ
た
ん
か
」

「
あ
ぁ
、
今
、
船
頭
な
か
ま
が
、
言
い

に
い
っ
と
る
は
ず
や
」

「
ど
げ
ん
な
顔
、し
っ
と
ら
っ
し
ゃ
る
か
」

「
大
事
ぃ
な
、
あ
と
と
り
息
子
な
ん
で
」

「
嫁
も
決
ま
っ
た
と
聞
い
と
っ
た
し

な
ぁ
」

「
と
な
り
村
の
器
量
よ
し
と
、
も
っ
ぱ

ら
の
う
わ
さ
だ
っ
た
が
」

「
こ
れ
で
さ
い
先
い
い
と
、
仲
間
う
ち
で

は
、う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
て
い
た
ぞ
ぅ
」

　

船
頭
の
な
か
ま
で
話
を
し
て
る
と
こ

ろ
に
、
安
吉
の
母
親
が
転
が
る
よ
う
に

走
り
よ
っ
て
き
た
。

「
あ
ぁ
ぁ
あ
、
安
ぅ
の
船
が
、
こ
げ
ん

こ
と
に
な
っ
と
る
っ
ち
ゅ
う
は
ぁ
」

　

体
を
よ
じ
る
よ
う
に
し
て
泣
き
さ
け

び
、
端
切
れ
板
を
胸
に
か
き
い
だ
い
た
。

「
な
ぁ
、
お
っ
か
さ
ん
。
安
吉
は
、
ほ

ん
と
う
に
あ
ん
な
嵐
の
夜
に
、
船
ば
出

し
た
ん
か
ね
ぇ
」

「
な
ん
も
か
も
ね
ぇ
だ
。
き
ん
の
う
、

安
と
口
ば
げ
ん
か
を
し
て
の
う
」

　

安
吉
の
母
親
は
、
泣
き
な
が
ら
も
気

丈
に
、
き
の
う
の
こ
と
を
話
し
出
し
た
。

「
さ
い
き
ん
嫁
が
決
ま
っ
た
と
た
ん
、

船
頭
を
休
む
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
小

島
の
多
い
こ
の
浜
で
は
、
大
事
ぃ
な
船

頭
だ
で
と
、
し
か
っ
た
ん
だ
が
、
ぷ
い

と
出
て
い
っ
た
き
り
で
」

「
そ
り
ゃ
あ
、
安
ぅ
も
う
れ
し
か
こ
と

で
、
う
か
れ
と
っ
か
ん
か
ね
ぇ
」

「
き
つ
う
、
し
か
り
と
ば
し
た
ん
や
な
い

け
ん
。
ま
さ
か
ひ
と
晩
帰
っ
て
こ
ん
ち
ゅ

う
こ
と
は
と
、
ふ
し
だ
ら
に
も
、
も
う
嫁

ば
の
と
こ
に
で
も
、い
っ
と
る
ん
か
と
」

「
そ
れ
が
行
っ
と
ら
ん
の
か
ね
ぇ
」

「
朝
は
よ
う
に
、
使
い
ば
出
し
た
ら
、

嫁
は
来
と
ら
ん
と
い
う
に
」

　

安
吉
の
母
親
は
、
ぶ
つ
ぶ
つ
と
、
と

な
え
ご
と
を
し
て
、
海
に
向
か
っ
て
手

を
合
わ
せ
た
。

「
わ
ぁ
あ
ぁ
、
安
が
ぁ
。
海
か
ら
手
を

ば
ふ
っ
と
る
よ
」

　

安
吉
の
母
親
は
、
腰
を
ぬ
か
さ
ん
ば

か
り
に
お
ど
ろ
き
な
が
ら
、
波
ま
の
か

な
た
を
指
さ
し
て
い
た
。

「
や
ぁ
、安
が
海
の
中
か
ら
あ
ら
わ
れ
た
」

「
手
を
ば
ふ
っ
て
、
も
ど
っ
て
く
る
ぞ
」

「
な
な
っ
、
な
ん
か
に
乗
っ
て
い
る
ぞ
」

「
ま
さ
か
！　

大
が
め
か
ぁ
」

「
今
の
世
に
、浦
島
じ
ゃ
ぁ
な
け
ん
の
に
」

「
え
ぇ
ぃ
、
あ
り
ゃ
あ
イ
カ
ダ
だ
」

「
お
ぉ
ぃ
安
う
、
ど
げ
ん
こ
と
に
ぃ
、

な
っ
と
る
ち
ゅ
う
ね
ん
」

「
あ
ぁ
あ
、
む
こ
う
島
で
、
嵐
の
止
む

の
を
待
っ
て
た
け
ん
ど
。
船
さ
流
さ
れ

て
な
ぁ
、
困
っ
て
い
た
ん
だ
が
」

「
安
吉
、
心
配
さ
せ
よ
っ
て
か
ら
に
」

　

安
吉
の
母
親
は
、
涙
で
く
し
ゃ
く

し
ゃ
に
な
っ
た
顔
で
、
浜
に
上
が
っ
て

き
た
安
吉
を
だ
き
し
め
た
。

「
お
っ
か
さ
ん
、
わ
し
は
嫁
ば
も
ら
え
る

こ
と
で
、
海
さ
こ
わ
く
な
っ
と
っ
た
よ
。そ

こ
で
、
む
こ
う
島
で
一
人
で
も
が
ん
ば
れ

る
と
気
ぃ
ひ
き
し
め
て
き
た
ん
だ
が
」

「
気
い
だ
け
し
め
て
も
、
船
さ
な
く

な
っ
た
ら
。
お
ま
え
は
ま
だ
半
人
前
だ

で
、
い
き
な
り
一
人
前
は
な
い
ぞ
。
嫁

と
だ
ん
だ
ん
家
さ
作
っ
て
い
け
ろ
」

　

安
吉
は
、
母
親
に
だ
か
れ
な
が
ら
、

う
ん
う
ん
と
う
な
ず
い
た
。

し
ろ
や
ま
会
員　
　

か
ど　

ま
さ
こ

海
と
空
の
あ
い
だ

海
と
空
の
あ
い
だ 

海
と
空
の
あ
い
だ

海
と
空
の
あ
い
だ 

海
と
空
の
あ
い
だ

海
と
空
の
あ
い
だ 
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総
務
省
で
は
、
国
や
特
殊
法
人
な
ど
の

仕
事
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
直
接
、
苦
情

や
意
見
を
聴
い
て
、
そ
の
解
決
の
促
進
を

図
り
、
行
政
運
営
の
改
善
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
は
行
政
相
談
制

度
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
五
月
二
十
一
日

（
月
）か
ら
二
十
七
日（
日
）ま
で
行
政
相
談

を
全
国
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
五
月
を
「
さ
わ
や
か
行
政
サ
ー

ビ
ス
推
進
月
間
」
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
改
善
や
意
見
、
要
望
を
重
点
的
に
受
け

付
け
ま
す
。

　

保
険
・
年
金
・
税
金
・
登
記
・
消
費
者

保
護
、
国
の
行
政
機
関
な
ど
の
窓
口
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意
見
・
要

望
や
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

近
く
の
行
政
相
談
委
員
や
名
古
屋
総
合
行

政
相
談
所
ま
た
は
、
総
務
省
中
部
管
区
行

政
評
価
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
来
訪
、
電
話
、
文
書
い
ず
れ
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も

利
用
で
き
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
り
ま
す
。

○
阿
久
比
町
の
行
政
相
談
委
員

　

伊
藤
政
則
さ
ん

　

�
（
４
８
）
７
２
２
７

○
名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所

　

〒
４
６
０
‐
０
０
０
３

　

名
古
屋
市
中
区
錦
３
―　

―　

（
栄
町

２３

３１

　

ビ
ル
九
階
）

　

�
０
５
２
（
９
６
１
）
４
５
２
２

※　

窓
口
受
付
時
間
は
午
前
十
時
〜
午
後

　

六
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※　

受
付
時
間
外
は
留
守
録
音
と
な
り
ま

　

す
。

○
行
政
苦
情
１
１
０
番

　

�
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０

※　

窓
口
受
付
時
間
は
平
日
午
前
八
時
半

　

〜
午
後
五
時
半

※　

受
付
時
間
外
は
留
守
録
音
と
な
り
ま

　

す
。

○
中
部
管
区
行
政
評
価
局　

首
席
行
政
相

　

談
官
室

　

〒
４
６
０
‐
０
０
０
１

　

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
２
―
５
―
１

　

名
古
屋
合
同
庁
舎
第
２
号
館
四
階

　

�
０
５
２
（
９
７
２
）
７
４
１
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
２
（
９
７
２
）
７
４
１
９

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/kanku/
chubu.htm

l

○
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
苦
情
１
１
０
番
）

　

110cyb32@
soum

u.go.jp

行行
政政
相相
談談
をを
ごご
利利
用用
くく
だだ
ささ
いい

さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
推
進
月
間

春
の
行
政
相
談
週
間

5
月
1
日
〜　

日
３１

5
月　

日
〜　

日

２１

２７

　新学期は子どもたちの生活環境が大きく変わる時期です。子どもたちの生活リズム、 
行動範囲、交友関係なども変わります。 
　子どもたちを非行や犯罪被害から守るために、家庭では夕食のひとときや祭礼、 
家族レクリエーションの機会などを利用して親子の対話を増やしましょう。 

気軽に相談を 
　子どものことで困ったとき、一人で悩んでいたら次の相談窓口へ相談してください。 
一緒に考えましょう。秘密は守ります。 

<　相談窓口　> 
◇半田警察署少年係、少年サポートセンター（名古屋・春日井・一宮・半田・岡崎・豊橋） 
◇警察本部少年課の「ヤングテレホン」　fl０５２（９５１）７８６７ 
　相談時間　月曜～金曜日（祝日は除く）午前９時～午後５時 
　ヤングテレホン　Ｅメール相談アドレス　syounen-support@police.pref.aichi.lg.jp 
◇各少年サポートセンターの「被害少年相談電話」fl（０１２０）７８６７７０ 
　相談時間　月曜～金曜日（祝日は除く）午前９時３０分～午後４時 
　※土曜・日曜・祝日、時間外は留守番電話またはＦＡＸで２４時間受け付けます。 

□問い合わせ先　半田警察署　fl（２１）０１１０ 
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五
月
三
日
は
憲
法
記
念
日
で
す
。
日
本

国
憲
法
で
は
「
す
べ
て
国
民
は
個
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
、
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追

求
に
対
す
る
権
利
は
最
大
の
尊
重
を
必
要

と
す
る
」
と
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
の
基
本

的
人
権
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

　

憲
法
が
保
障
し
た
基
本
的
人
権
の
理
念

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
身
の
回
り
の
不
合
理
や
矛
盾
に
気

づ
き
、
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
て
い
く
努
力

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い

て
考
え
、
お
互
い
を
認
め
合
う
明
る
い
社

会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
県
民
生
活
部
県
民
総
務
課
人
権

同
和
対
策
室　

�
０
５
２
（
９
５
４
）

６
１
６
７

　

裁
判
所
で
は
、
五
月
三
日
の
憲
法
記
念

日
を
中
心
と
し
た
五
月
一
日
か
ら
七
日
ま

で
を
「
憲
法
週
間
」
と
定
め
、
法
務
省
、

検
察
庁
、
弁
護
士
会
の
協
力
を
得
て
、
講

演
会
や
無
料
法
律
相
談
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
「
裁
判
員
制
度
」
が
平
成
二
十
一
年

五
月
ま
で
に
始
ま
り
ま
す
。

　

裁
判
所
で
は
、
裁
判
員
制
度
に
関
心
を

持
ち
、
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
全
国

五
十
カ
所
で
裁
判
員
制
度
に
関
す
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
各
地
の
裁
判
所

で
裁
判
員
裁
判
の
模
擬
裁
判
や
説
明
会
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
憲
法
週
間
記
念

行
事
で
も
、
裁
判
員
制
度
を
取
り
上
げ
た

催
し
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

裁
判
員
制
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.saibanin.courts.go.jp/

裁
判
所
の
催
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.courts.go.jp/

□
問
い
合
わ
せ
先

　

名
古
屋
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課　

　

�
０
５
２
（
２
２
３
）
０
９
９
４

　

四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
離
婚
時
の

年
金
分
割
制
度
（
合
意
分
割
）
で
は
、
分

割
の
割
合
は
原
則
と
し
て
当
事
者
の
協
議

に
基
づ
く
合
意
に
よ
り
定
め
ま
す
が
、
合

意
が
で
き
な
い
と
き
に
は
、
当
事
者
か
ら

の
申
し
立
て
に
よ
り
、
家
庭
裁
判
所
の
裁

判
手
続
き
や
調
停
手
続
き
な
ど
を
利
用
し

て
分
割
割
合
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度
は
、
平
成
十

九
年
四
月
一
日
以
前
に
離
婚
し
た
方
は
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

名
古
屋
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課　

　

�
０
５
２
（
２
２
３
）
０
９
９
４

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.courts.go.jp/

Information

お知らせ  
InformationInformation

水道メーターの検針日が 
変わります 

阿久比  太郎 

水道メーターの検針日が 
変わります 
水道メーターの検針日が 
変わります 

【１０の番号の地区】（主に草木地区） 
　奇数月１８日～２２日前後 
　　　　　　↓ 
　奇数月１１日～１５日前後 

【１８の番号の地区】（主に植地区） 
　奇数月１５日～１７日前後 
　　　　　　↓ 
　奇数月１３日～１６日前後 

【１の番号の地区】（主に横松地区）、【３の番号 
の地区】（主に宮津地区）、【６の番号の地区】（主 
に福住地区）、【７の番号の地区】（主に福住園高 
台地区）、【10の番号の地区】（主に草木地区）、 
【14の番号の地区】（主に阿久比地区）、【15の 
番号の地区】（主に椋岡地区）、【18の番号の地 
区】（主に植地区）、【20の番号の地区】（主に白 
沢台地区）は委託業者が検針します。 

下記地区の水道使用水量の検針日が変更になります。 
ご協力をお願いします。 

5月から変更になる地区 

□問い合わせ先　上下水道課　fl（４８）１１１１（内３３９） 

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
を

離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度
に
お
け
る
家

庭
裁
判
所
の
手
続
き
が
始
ま
り
ま
し
た

裁
判
員
制
度
を
理
解
し
て
く
だ
さ
い
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Information

お知らせ  
InformationInformation

�
　

西
徳
吉
地
区
計
画
（
町
決
定
）
の
原
案

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

原
案
に
つ
い
て
区
域
内
の
土
地
所
有
者

な
ど
利
害
関
係
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間

満
了
日
ま
で
に
町
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
縦
覧
期
間

　

五
月
七
日（
月
）〜
五
月
二
十
一
日（
月
）

　

午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時
十
五
分

　
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

□
場　

所　

建
設
課

□
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課　

�（
４
８
）

　

１
１
１
１
（
内
２
８
８
）

�
　

阿
久
比
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
次
の

と
お
り
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
を
実
施

し
ま
す
。

□
対
象
者

・
阿
久
比
町
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、

昭
和
七
年
十
月
一
日
〜
昭
和
四
十
七
年

四
月
一
日
生
ま
れ
の
方

・
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
さ
れ
て
い
る

世
帯
に
属
す
る
方
。

・
受
診
時
に
入
院
ま
た
は
妊
娠
を
し
て
い

な
い
方
。

□
個
人
負
担
額 

人
間
ド
ッ
ク

男
性
九
千
百
三
十
五
円
、
女
性
一
万
八

十
円

脳
ド
ッ
ク

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�

　

九
千
四
百
五
十
円

※　

検
査
の
当
日
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
検
査
場
所 

　

半
田
市
医
師
会
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

半
田
市
神
田
町
１
‐
１

�
（
２
７
）
７
８
８
７

□
検
査
内
容 

　

人
間
ド
ッ
ク

　

診
察
、
身
体
計
測
、
眼
底
検
査
、
眼
圧

　

検
査
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
、
胃
部
Ｘ
線
検

　

査
、
腹
部
超
音
波
検
査
、
肺
機
能
検
査
、

　

血
液
検
査
、
尿
検
査
、
糞
便
検
査
、
聴

　

力
検
査
、
血
圧
検
査
、
心
電
図
検
査
、

　

肺
が
ん
検
査
（
男
女
共
通
）、
前
立
腺

　

検
査
（
男
性
の
み
）、
子
宮
頸
が
ん
検
査
、

　

乳
が
ん
検
査
（
女
性
の
み
）

　

脳
ド
ッ
ク

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
に
よ
り
脳
の
状
態
を

　

検
査

※　

体
内
に
金
属
を
持
っ
て
い
る
方
は
、

　

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

□
実
施
時
期 

　

五
月
か
ら
来
年
二
月
ま
で
。（
日
曜
、
祝

祭
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

※　

検
査
の
開
始
時
間
は
、
午
前
八
時
半

　

か
ら
午
前
十
時
十
五
分
ま
で
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　

保
険
課
国
保
係
�
（
４
８
）
１
１
１
１

　
（
内
２
１
４
・
２
１
６
）

※　

健
診
希
望
日
の
十
五
日
前
ま
で
に
電

　

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

�
　

平
成
十
八
年
三
月
二
十
七
日
に
「
石
綿

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
	

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	

に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

労
災
保
険
な
ど
で
補
償
さ
れ
な
い
石
綿

（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る
中
皮
腫
や
肺
が

ん
を
発
症
し
て
い
る
方
、
法
律
施
行
前
に

こ
れ
ら
の
疾
病
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
方
の

遺
族
に
対
し
て
、「
医
療
費
等
の
救
済
給

付
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

□
申
請
な
ど
の
受
け
付
け
に
つ
い
て

　

環
境
再
生
保
全
機
構
、
半
田
保
健
所
に

相
談
の
う
え
申
請
な
ど
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

愛
知
県
半
田
保
健
所　

�
（
２
１
）
３

３
４
１

環
境
再
生
保
全
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス　

http://w
w
w
.erca.go.jp

�
　

植
物
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
酸
素
に

か
え
て
く
れ
る
大
切
な
存
在
で
す
。
地
球

温
暖
化
防
止
や
省
エ
ネ
の
た
め
に
夏
の
日

差
し
を
遮
る
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」（
窓
辺
に

つ
る
性
植
物
を
育
て
る
）
が
お
勧
め
で
す
。

　

あ
ぐ
い
く
ら
し
の
会
で
は
十
一
月
十
七

日（
土
）と
十
八
日（
日
）の
消
費
生
活
展
で

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

窓
辺
で
ア
サ
ガ
オ
や
ニ
ガ
ウ
リ
な
ど
を

育
て
た
様
子
を
写
真
に
撮
っ
て
、
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。
優
秀
作
品
に
は
賞
品
も
用

意
し
ま
す
。

□
主　

催　

あ
ぐ
い
く
ら
し
の
会

□
応
募
方
法　

写
真
の
裏
面
に
住
所
、
氏

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�



�

�

�

�

�

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

□
写
真
の
大
き
さ　

Ｌ
判
程
度

□
提
出
先　

役
場
建
設
部
産
業
課

□
提
出
期
限　

十
月
三
十
一
日（
水
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
課
商
工
労
政
係
（
内
２
３
４
）

�自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
身
体
検
査
、
口
述
試
験

□
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
半
田
地
域
事
務
所　

�（
２
１
）

　

０
０
０
４

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.aichi.plo.jda.go.jp

�

�

�

�

�

�

試験期日受付期間受験資格募集種目

　平成 １９ 年
　　５月 ２７ 日

　平成 １９ 年
　　６月 １７ 日

　平成 １９ 年
　　７月８日予定

～平成 １９ 年
７月７日

平成 １９ 年７月
１日現在、１８ 
歳以上 ２７ 歳
未満の男子

男　
　

子

２等陸・
海・空士
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�
　

半
田
消
防
署
で
は
、
救
命
講
習
を
開
催

し
ま
す
。

　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
の

講
習
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
け
い
れ
ん
し
た
心
臓
に

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
も
の
で
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

◇
六
月
九
日（
土
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

　

半
田
消
防
署
東
浦
支
署

　
（
定
員
二
十
人
）

◇
六
月
十
六
日（
土
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

　

半
田
消
防
署
（
定
員
三
十
人
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
消
防
署　

�
（
２
１
）
１
４
９
２

東
浦
支
署　

�
０
５
６
２
（
８
３
）
０

１
１
９

※　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐net.ne.jp/̃chitachu/

�
　

甲
種
防
火
管
理
資
格
取
得
講
習
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

□
対
象
者　

甲
種
防
火
対
象
物
の
防
火
管

理
者
の
資
格
取
得
を
希
望
す
る
方

□
日　

時　

七
月
五
日
（
木
）・
六
日
（
金
）

　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

□
場　

所　

半
田
市
中
央
公
民
館
講
堂

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�

�

　
（
雁
宿
ホ
ー
ル
内
）

　

半
田
市
雁
宿
町
１
‐　

‐
１

２２

□
定　

員　

百
二
十
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

□
受
講
料

　

二
千
八
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

□
受
付
期
間　

六
月
四
日（
月
）〜
六
月
八

日（
金
）　

午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時
十

五
分

□
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
記
入
し

写
真
二
枚
（
縦
三
㎝
×
横
二
・
三
㎝
）

と
受
講
料
を
添
え
て
消
防
本
部
予
防
課

ま
た
は
半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

□
問
い
合
わ
せ
先

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予

防
課　

�
（
２
１
）
１
４
９
１

�
　

五
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
家

内
労
働
旬
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

○　

委
託
者
は
、
家
内
労
働
手
帳
を
交
付

し
ま
し
ょ
う
。

○　

家
内
労
働
者
は
、
家
内
労
働
手
帳
を

受
け
取
り
、
記
入
さ
れ
た
事
項
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
家
内
労
働
に
よ
る
災
害

の
防
止
と
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○　
「
イ
ン
チ
キ
内
職
」に
よ
る
被
害
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

誰
に
で
も
で
き
る
簡
単
な
仕
事
で
、
高

収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
「
ウ
マ
イ
話
」

に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

□
家
内
労
働
に
関
す
る
相
談
ま
た
は
問
い

合
わ
せ
先　

愛
知
労
働
局
賃
金
課
家
内

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

労
働
係
�
０
５
２
（
９
７
２
）
０
２
５

８
、
半
田
労
働
基
準
監
督
署
�
（
２
１
）

１
０
３
０

�□
日　

時　

五
月
十
九
日（
土
）

　

午
後
二
時
四
十
分
〜
午
後
三
時
五
十
分

□
場　

所　

　

日
本
福
祉
大
学
十
二
号
館
文
化
ホ
ー
ル

□
内　

容　

演
題
「
心
ゆ
た
か
に
生
き
る
」

　

日
常
の
さ
さ
や
か
な
出
来
事
の
中
に
大

き
な
価
値
を
見
つ
け
る
こ
と
で
、
心
の
豊

か
さ
や
出
会
い
の
素
晴
ら
し
さ
を
説
い
て

い
き
ま
す
。

講
師　

　

南
蔵
院
二
十
三
代
住
職　

林　

覚
乗
氏

□
参
加
費　

無
料

□
主　

催　

日
本
福
祉
大
学
付
属
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
ほ
か

□
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
福
祉
大
学
付
属
高
等
学
校

　

�
（
８
７
）
２
３
１
１

�
　

日
本
赤
十
字
社
は
、
国
際
的
に
は
自
然

災
害
地
で
の
救
護
活
動
、
発
展
途
上
国
へ

の
援
助
な
ど
国
際
赤
十
字
の
一
員
と
し
て
、

人
道
的
な
使
命
達
成
の
た
め
の
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
自
然
災
害
、

事
故
災
害
時
に
迅
速
・
的
確
な
救
援
活
動

や
安
全
な
輸
血
用
血
液
の
確
保
、
看
護
師

の
養
成
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�

�

�

�

�

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
す
べ
て
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
事
業
資
金
で
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
員
に
加
入
す
る
形
で
事

業
資
金
募
集
を
行
い
ま
す
。
区
長
・
自
治

会
長
を
通
じ
、
各
地
区
の
班
長
（
隣
組
長
）

が
各
家
庭
に
伺
い
ま
す
の
で
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課
�
（
４

８
）
１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

今今月月のの納納税税ななどど

軽自動車税　全期分

納期限は５月 ３１ 日（木）です

　登録内容に変更があったと
きは、届け出をお忘れなく。

�阿
久
比
郵
便
局　

様
・
竹
内
幸
太
郎　

様

　

英
比
小
学
校
へ
郵
便
ポ
ス
ト
一
台
を
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
設
置
に
つ
い
て

は
竹
内
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

阿
久
比
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

様

　

英
比
小
学
校
へ
ス
ポ
ー
ツ
ミ
ラ
ー
一
枚

を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
南
部
学
区
厄
歳　

様

　

南
部
小
学
校
へ
額
収
納
家
具
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ

レ
コ
ー
ダ
ー
各
一
台
を
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

主催　ゴミゼロ運動推進連絡会／阿久比町 
□問い合わせ先　環境衛生課　fl（48）1111（内317） 

5月27日（日） 
少雨決行（雨天の場合 中止） 

期日 時間 

午前7時～午前8時 

各地区で参加して 
美しい住みよい 
まちづくりに 

協力してくださいね。 

を開催します 

世帯数　 ８，２４１　　（　３２）

人　口　２５，０１３人（　４）

　男　　１２，３７４人（△２１）

　女　　１２，６３９人（　２５）

（　　）は前月との増減数

３月中の異動

　出生　１３　転入　１７０

　死亡　１７　転出　１６２

平成１９年４月１日現在

人 口 と 世 帯


